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【目的】近年、化 石燃 料の 枯渇が 問題に な っ て お り、化石 燃料 に代 わ る エ ネ ル

ギ
ー

と して 、再 生可 能エ ネル ギ
ー

に 注 目が 集 ま っ て い る 。そ の 中 の
．・

つ で あ る

バ イオデ ィ
ー

ゼ ル 燃料 の 生産過程に お い て 副生する グ リセ ロ
ー

ル は 、触媒や 未

変換の 脂肪酸 などが混入 して い る た め 、有効 利用 が 難 し く廃水処理 や 焼却に よ

り処分 されて い る。本研 究で は、多量に 生成 する 廃 グ リセ ロ
ー

ル を酵 母や 細菌

など を用 い て 、有用物質 へ の 変換を検討 した。
【方法及び 結果】当研究室で 分離 され た Enter・bacter属の 細菌で ある Aq−2B 株の

グ リセ ロ
ー

ル 資化試験 を行 っ た 。その 結 果．pH75 条件下に おい て 、約80mM の

エ タ ノール 及び ギ酸 の 生成が確 認された。しか し、グリセ ロ
ー

ル の 完全 消費に

は 至 らず、エ タ ノ
ー

ル 及 びギ酸 に よる生 産物 阻害 の 可能性 が考え られた。そこ

で 、Aq −2B株 の グリセ ロ
ー

ル 資化 へ の エ タ ノ
ー

ル 及びギ酸 の 影響 を検 討 した と

ころ 、エ タノ
ー

ル に よる阻害が 観察された。次に 、種々 の濃 度の エ タノ
ー

ル を

添加 した 1％ グ リセ ロ
ー

ル を単
一

炭素源 とす る液体培地 に Aq−2B株を植 菌 し、生
産物阻害の 要因 とな っ て い る エ タ ノ

ー
ル へ の 耐性 を検討 した 。そ の 結 果 、5％ の

エ タノ
ー

ル を含 む培地で の 菌 の 生育が 確 認さ れ た。現在、本 菌株 の グ リ セ ロ
ー

ル 資化能力及びエ タ ノ
ー

ル の 生成能力 につ い て検 討を行 っ て い る。また 、高濃

度の グ リセ ロ
ー

ル を資化す る 細菌 の 探 索及 びその 培養条 件 に つ い て の 検討 も

行 っ て い る 。

水圏 に生 息する Leptothrir属細 菌 は、自身の有 機分泌物 と水 圏の 無機元 素 と に

よ っ て 細 胞 外 に 特異 的 形 状 の チ ュ
ーブ状 酸化鉄 沈殿物 を形成す る。自然水 圏か

ら単 離 した 聖 ρroτ加 齔 sp ．　strain 　OUMSI （L．　choiodnii と近 縁 ）が ．培養 1日 目ま で

に 折 り重 な っ た 繊 維 状 の 分 泌 糖 質 の 鞘 原 基 を細 胞 外 に形 成 し、2〜3 日 目 ま で に

こ の 原 基に 鉄な どの 無機物質が 沈着 し、チ ューブ 状 酸化 鉄 鞘 を形 成 す る こ と を

以前報告 した。OUMS 且を高栄養培地 で 継代培養 して い る と鞘形 成能 欠 失 自然 変

異株 〔以後、SL 株 と記 載）が 得 られ る。今回 、鞘形成 メ カ ニ ズ ム を 探 る 目 的

で 、SL株 を鉄 イオ ン 添加 ！非添加条件下 で 培養 し、細胞外構造物 に つ い て観察
した。鉄 イオ ン 非添加で 培養す る と、SL株の 細胞 は 個 別 に 浮 遊 し、凝 集塊 を ほ

とん ど形成 しな い が 、鉄イ オ ン存 在下 で 培養す る と、集合 して 凝 集塊 を形 成 し

た 。FITC標識 レク チ ン で処 理 した とこ ろ 、凝 集部位 に顕 著 な蛍光が 観 察さ れ 、
糖 質の存 在 を確認 で きた 。さ らに 、鉄 イ オ ン添加 培養で は ．細胞周囲 に繊維状

糖 質／酸化鉄 ハ イ ブ リ ッ ド構造 体が 集積
・
凝集 して い る こ とが電 子顕微鏡／EDX

で確 認さ 札 た 。以 一Lの結 果は 、SL 株 も （D　 OUMSI の 鞘 を構成する 繊維状糖質

と同 様の 有機物 質を 産 生 する 、（ii） この 分泌 有機 物質が 酸化鉄 と結合 し、菌体

の凝 集塊 を形 成す る こ と を 示 して い る 。SL 変異株 は 鞘形成メ カ ニ ズ ム に関わ る

情報 を提 供 す る と考 え られ る た め 、OUMSI 、　 SL 株 を比 較 し なが ら鞘 形成の 原

因遺伝 子 を深索 して い る。
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水 圏生息性の G　ferrugineaは ．水中 の 溶存鉄 イ オ ンを 利用 して 細胞外 に特異 的

なね じれ 紐状の 酸化鉄 を形成す る。こ の 酸化 鉄 構造 体 を機 能性材料 と して 利用

す る こ とを目的 とし て、微細構造、細 孔 分布、比 表面 積、結 晶構造 、化学 結合

状 態．構成元 素等 に つ い て詳細 に検討 した 。そ の 結果、こ の構造体 は、く10−200
nm 幅の 微繊維状 酸化 鉄が 束状 あ るい は 網 目状 に 集合 し、全 体 が ね じれ て らせ ん

状 に なる こ とが 明 らか に な っ た。微繊 維の 基 質は ．非 晶質 ・約 3   径 の
一

次粒

子 か ら構 成 され て い た 。ま た、最小 粒子が ラ ン ダム に配 列 した 凹 凸構 造 を示 し、
370m21gの 比 表面 積 と 1   の 細 孔 を多数 有す る多孔質体 と な っ て い る こ と も明

らか とな っ た 。STEM −EDX 解析 の結 果、主要構成 元素は 、鉄 （79　at ％ ）と、ケ イ

素 （16at％）お よ び リ ン（5　at ％ ）で あ り、そ れ らが 酸素 を介 して鉄 と結合 し 、ナ ノ

ス ケ
ー

ル で ほ ぼ 均 質に 含 まれ る こ とを 見 出 した 。さ らに 、STEM −EELS 解析 に よ

り、酸化鉄微繊 維 の 内部 に は 、炭素 の網 目状 分 布 が 観 察 され 、構 造体 が 有機！無

機 ハ イブ リ ッ ド構 造で ある こ とが 明 らか にな っ た 。今後、本細 菌 を単 離 し、酸

化鉄構造体 の 形成機構 を明 らかに する とともに 、新規機能性材料の 創出 を 目的

と した 大 量生 成と組成 制御 を試み る 予定で ある 。

【背 景
・
目的】バ ナ ジ ウム は 国家備蓄の 対象 とな っ て い る レ ア メ タ ル で あ り、そ

の 安定 供給に 資する技 術開発が求め られ て い る。そ こ で 、微生物の バ ナ ジウム

還 元能 を 利用 して 、水 溶性 の 五 価の バ ナ ジウ ム を難溶性の 四価 へ と還元 し、沈

殿物 と して 回収する こ とが で きる微生物集積系 の 構築を試み た。
【方法

・
結果】油 田

．
毛壌 〔A ）およ び セ メ ン ト工 場堆積物 （B）を微生物源 と し、

地 下 水、海水 か ら の 回収 を想 定 して NaC1 濃 度を 0．D】％ （L） または3％ （H＞に

設定 した NaVO3 を含む培 地を用い 、嫌気条件で の 継代培養 に よ っ て集積系 AL、
AH 、　 BL 、　 BH を構築 した 。集積系 AH 、　BH で は、且4 日以内 に 且OO　pM の 五 価バ

ナ ジ ウ ム の 全量が還元 され たが、水溶牲バ ナ ジウム の 約 70％ が 水相に 残存 し た。
一

方、集積系 AL 、　 BL で は、水溶性バ ナ ジウ ム の 約 60％ が 水相 か ら除 去 さ れ、
固相中 に バ ナジ ウ ム を蓄積 させ る こ とがで きた。T−RFLP 解析 に よ る と、微 生物

群 集構造 は、集積 系AL と AH は 互 い に 類似 して い たが、集積系BL とBH は 大き

く異 な っ て い た。以 ヒよ り、地下水の よ うな塩分濃 度が低 い 条件で は、バ ナジ

ウ ム の 回収 に有 望 な微 生 物 集積系 を構築で きた と い える。
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